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上海国際博覧会の概要

１．名称：２０１０年上海国際博覧会

（Ｅｘｐｏ 2010 Ｓｈａｎｇｈａｉ Ｃｈｉｎａ）

２．性格：国際博覧会条約に基づく登録博覧会

３．テーマ：より良い都市、より良い生活(Better City, Better Life)

サブテーマ：・都市における多様な文化の融合

(Urban cultural diversity)

・都市における経済的な繁栄

(Urban economic growth and prosperity)

・都市における科学技術の進歩

(Innovation of science and technology in urban context)

・都市におけるコミュニティの再建

(Remodeling of urban communities)

・地方と都市との相互作用

(Interaction between urban and rural areas)



上海国際博覧会の概要

４．開催内容：

(1) 開催地：中華人民共和国上海市

（中国最大の都市、人口約2,000万人、江蘇省南京市から292km、

浙江省杭州市から195kmに位置）

(2) 会期：２０１０年５月１日～１０月３１日（１８４日間）

５．会場面積：３２２ヘクタール（入場有料地域）

（愛・地球博の約２倍）

６．参加者（目標）：２００ヶ国・国際機関

７．入場者数（目標）：７，０００万人、一日あたり平均約４０万人

８．出展面積：最大６，０００㎡



経 緯

２００１年 ５月 ２０１０年国際博覧会の開催地として中国上海市が立

候補。

２００２年12月 第132回博覧会国際事務局（ＢＩＥ）総会において、中国

上海市での開催が決定。

２００５年12月 第138回ＢＩＥ総会において、上海国際博覧会を正式登

録。

２００６年 ３月 中国側からの参加を招請する旨の書簡が接到。

２００６年 ８月 第１回「国際博覧会に関する有識者懇談会」開催。

上海国際博覧会関係省庁説明会開催。

２００６年 ９月 第２回「国際博覧会に関する有識者懇談会」開催。

上海国際博覧会関係省庁連絡会議開催。



開催目的

・四大古代文明の一つとして、中国は人類の初期の歴史において輝かしい都市文化を発展

させた。中国におけるかなりの数の都市は1000年を超える歴史を誇る。これは中国文化の

真髄を代表し、世界の文化遺産の一部を担う。

・中国は、世界の人口の５分の１を占め、1,000万人規模の都市を５つ、100万人規模の都

市を102もつ。

・過去20年にわたって、中国の都市人口は急速に増加した。1978年から2000年にかけて、

中国の人口に占める都市の人口は17.9％から36.1％に増加した。

・急速な都市化に直面した中国政府は、持続可能な都市の建設に専心している。過去と未

来への接点にあって、中国は、持続可能な都市生活のグローバルな構築に対する対話と協

力を積極的に進める態勢にある。

・上海は、それ自身、良きにつけ、悪しきにつけ伝説をもつ都市である。

・上海の都市化は、今日の万国博覧会が産声を上げた19世紀中葉まで待たざるを得なかっ

たが、以来、この都市は、その揺籃期から成長期を経て、今日の規模と強さを得るまで、都市

化のあらゆる過程を辿ってきた。

・今日、上海市は東西の出会いの場として、ビジョンと情熱、決意にあふれる都市において都

市生活の輝かしい色彩と都市の問題解決の方向を示し、これらを共有しようとして世界のあ

らゆるところから集まる人々に門戸を開放しようとするものである。



入場券

全日券 １６０人民元（約２，２４０円）

一週間有効券 ３４０人民元（約４，７６０円）

三ヶ月有効券 ６５０人民元（約９，１００円）

夜間入場券 ４０人民元（約 ５６0円）

※ １人民元＝１４円で換算

優遇制度

若年者 10～20％

子供 50～60％

幼児 無料

身体障害者 付添者１名無料

学校グループ 50～60％

学生10名につき同行教師１名無料

観光団体客 10～20％

20名につきガイド１名無料



アクセスの整備

１．空港（上海市内）

・浦東国際空港（上海市東郊）：３番目の滑走路建設中

空港処理能力を2,000万人（2005年)から最終的には7,000万人

(2010年)に拡大予定。

・虹橋国際空港（上海市西郊）：改修中

２．鉄道

・上海市－郊外

上海－南京間の高速鉄道の建設

上海－国内各地を結ぶ高速輸送・旅客ターミナル網の整備

北京－上海高速鉄道は2010年に営業開始（これにより所要時間約

10時間が約5時間に短縮）

・上海市内

地下鉄 会場周辺に４本の地下鉄を2010年までに完成予定。

旅客鉄道ターミナルと地下鉄を連絡

2010年までに鉄道網を拡充



アクセスの整備

３．道路

・上海市－郊外

北部の揚子江トンネルの建設（上海と崇明島、江蘇省を結ぶ）

上海－江蘇省各地を高速道路で結ぶ

・上海市内

公共輸送用特別道路、河川横断道路(15本)の建設

高速道路網、幹線道路網の拡充

４．港湾

・上海の国際旅客港の整備（国際巡航ターミナル）



パビリオンタイプ

タイプ１：公式参加者によって設計施工されるパビリオン

敷地面積1,000㎡～6,000㎡

出展予定者数４０

タイプ２：開催者側で建設され、参加者に賃貸するパビリオン

敷地面積500㎡～2,000㎡

出展予定者数３０

タイプ３：開催者側で建設され、開発途上国に無償で展示スペースを提供す

る共同パビリオン

出展予定者数９０

国際機関のパビリオン：敷地総面積40,000㎡

出展予定者数２０

企業パビリオン：敷地総面積210,000㎡

出展予定者数２０

中国館

テーマ館

万博博物館



出展までのスケジュール

２００６年度（平成１８年度） 政府出展のための与件の整理

２００７年度（平成１９年度） 基本構想及び基本計画の策定

２００８年度（平成２０年度） 実施設計

パビリオン建設及び展示物制作の着手

２００９年度（平成２１年度） パビリオン建設

展示物制作据え付け・調整

現地運営体制の確立

２０１０年度（平成２２年度） 開催



企業協賛

１．パートナー
(1) 特典
①Expo 2010の名称のロゴマークの使用
②企業パビリオンを建設する優先権
③イベント後援優先権、会場内での権利を含む独占商権・チケット割引等
④世界レベルで付与される市場プロモーションの特権
⑤世界における独占商権
(2) スポンサー料
２億人民元／１社（約２８億円）
(3) パートナー決定状況
中国東方航空、中国移動通信、中国電信

２．シニア・スポンサー
(1) 特典
①～③はパートナーと同じ
④中国国内で付与される市場プロモーションの特権
⑤中国国内における独占商権
(2) スポンサー料
８，１５０万人民元／１社（約１１億円）

※ １人民元＝14円で換算



参加表明国（８１ヶ国・国際機関、１０月１３日現在）

（アジア）

フィリピン、トルクメニスタン、タジキスタン、アルメニア、シンガポール、スリランカ、パキス

タン、ネパール、モンゴル、ベトナム、カザフスタン、ミャンマー、バーレーン、カンボジア、キ

ルギス、マレーシア、ラオス、トルコ、ウズベキスタン、イエメン

（ヨーロッパ）

フランス、ハンガリー、スイス、モナコ、スペイン、オランダ、イタリア、ウクライナ、ドイツ、ク

ロアチア、イギリス、ブルガリア、ポーランド、ルクセンブルク、アルバニア、ベルギー

（アメリカ）

ボリビア、ドミニカ、キューバ、カナダ

（オセアニア）

ニュージーランド、オーストラリア、バヌアツ、パラオ、パプアニューギニア、トンガ

（アフリカ）

アルジェリア、コンゴ、中央アフリカ、ブルンジ、トーゴ、赤道ギニア、ベナン、ジブチ、ナイ

ジェリア、ギニア、カーボヴェルデ、モーリタニア、レソト、マリ、エリトリア、セーシェル、コモロ、

コートジボワール、アンゴラ、エジプト、タンザニア、セネガル、ジンバブエ、ザンビア、ナミビア、

スーダン

（国際機関）

生物多様性条約事務局、独立国家共同体執行委員会、世界観光機関、国際連合工業開

発機関、世界銀行、国際連合、世界水会議、国連気候変動枠組条約事務局、アラブ連盟



閉幕後の会場の後利用

会場は上海市にある浦東、虹橋の両空港の中間地点に位置し、金融

地区にも近接していることから、閉幕後は商業中心地、国際的な文化

交流、ビジネス地区として利用される予定。

上海市中心街

博覧会会場

上海市中心街

博覧会会場



博覧会の会場位置図

外環状道路
中央環状道路
内環状道路
一次幹線道路
二次幹線道路
ｴｷｽﾎﾟﾊﾟｰｸへのｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

凡例



会場敷地計画図



パビリオン配置図

凡例

テーマパビリオン
中国パビリオン
外国パビリオン
国際組織パビリオン
企業パビリオン
万国博覧会パビリオン

コミュニティーセンター
パフォーマンスセンター
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